
学校番号 117 

平成 31年度 芸術科 

 

教科 芸術 科目 音楽Ⅰ 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 改訂版ＯＮ！１（音楽之友社） 

副教材等 その都度プリントで配布 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・「歌うこと」「楽器を演奏すること」「音楽をつくること」「音楽を聴くこと」の４つの分野を

年間通して学習します。 

・学習の到達度は、普段の皆さんの様子や授業中で行う実技テストで評価します。 

・音楽を学ぶことで、皆さんの心が豊かになり、生涯を通して音楽を愛する気持ちを育てて欲しい

と思います。 

 

２ 学習の到達目標 

音楽の幅広い活動を通して、生涯にわたり音楽を愛好する心情を育てると共に、感性を高め、創造

的な表現技能を深め、音楽への興味・関心を育てる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a: 音楽への関心・意

欲・態度 

b: 音楽表現の創意工

夫 
c:音楽表現の技能 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

音楽や音楽文化に関

心を持ち、歌唱、器楽、

創作、鑑賞の学習に主

体的に取り組もうと

する。 

音楽を形作っている

要素を知覚し、それら

の働きを感受しなが

ら、歌唱、器楽、創作

をどのように表現す

るかという意図を持

っている。 

創意工夫を生かした

音楽表現をするため

に必要な歌唱、器楽、

創作の技能を身につ

け、創造的に表して

いる。 

他者の演奏を聴き、

音楽を形づくってい

る要素を知覚し、そ

れらの働きを感受し

ながら、楽曲や演奏

を解釈したり、それ

らの価値を考えたり

して、音楽に対する

理解を深め、よさや

美しさを創造的に味

わって聴いている。 

評
価
方
法 

観察 

ワークシート 

観察 

ワークシート 

演奏発表 観察 

ワークシート 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

歌
い
方
を
見
直
し
て
み
よ
う 

校歌 

Caro mio ben 

○ ○ ○  a:歌う喜びを味わい、イメージ 

を持って歌唱学習に主体的 

に取り組もうとしている。 

b:音楽を形作っている要素を 

知覚し、それらの働きが生み 

出す雰囲気や特質を感受し 

ながら、歌詞の内容と関わら 

せてどのように歌いたいか 

という表現意図を持ってい 

る。 

c:充分な歌唱技術を身につけ 

ている。 

観察 

歌唱テスト 

 

リ
ズ
ム
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
楽
し
も
う 

Beat Canon 

 

 

○ ○ ○ ○ a:リズム合奏する喜びを味わ 

い、イメージを持って演奏学 

習に主体的に取り組もうと 

している。 

b:音楽を形作っている要素を 

知覚し、それらの働きか生み 

出す雰囲気や特質を感受し 

ながら、楽曲の内容と関わら 

せてどのように演奏したい 

という表現意図を持ってい 

る。 

c:充分な演奏技術を身につけ 

ている。 

d:音楽を形づくっている要素

を知覚し、それらの働きが生み

出す特質や雰囲気などを感受

しながら、それらの価値を考え

たりして、音楽に対する理解を

深め、よさや美しさを創造的に

味わって聴いている。 

観察 

リズムアンサ

ンブルテスト 



２
学
期 

音
楽
会
に
向
け
て 

クラス合唱曲 

全体合唱曲 

○ ○ ○  a:歌う喜びを味わい、イメージ 

を持って歌唱学習に主体的 

に取り組もうとしている。 

b:音楽を形作っている要素を 

知覚し、それらの働きが生み 

出す雰囲気や特質を感受し 

ながら、歌詞の内容と関わら 

せてどのように歌いたいか 

という表現意図を持ってい 

る。 

c:充分な歌唱技術を身につけ 

ている。 

観察 

歌唱テスト 

グ
ル
ー
プ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
楽
し
も
う 

音
楽
理
論 

自由曲 

 

○ ○ ○ ○ a:合奏する喜びを味わい、イメ 

ージを持って演奏学習に主 

体的に取り組もうとしてい 

る。 

b:音楽を形作っている要素を 

知覚し、それらの働きか生み 

出す雰囲気や特質を感受し 

ながら、楽曲の内容と関わら 

せてどのように演奏したい 

という表現意図を持ってい 

る。 

c:充分な演奏技術を身につけ 

ている。 

d:音楽を形づくっている要素

を知覚し、それらの働きが生

み出す特質や雰囲気などを

感受しながら、それらの価値

を考えたりして、音楽に対す

る理解を深め、よさや美しさ

を創造的に味わって聴いて

いる。 

観察 

アンサンブ

ルテスト 

ワークシート 

３
学
期 

音
楽
会
に
向
け
て 

クラス合唱曲 

全体合唱曲 

○    a: 歌う喜びを味わい、イメー

ジを持って歌唱学習に主体

的に取り組もうとしている。 

観察 

卒
業
生
を
送
ろ
う 

卒業式歌唱曲 ○    a: 歌う喜びを味わい、イメー

ジを持って歌唱学習に主体

的に取り組もうとしている。 

観察 



 

三
線
に
挑
戦
し
て
み
よ
う 

さとうきび畑 ○ ○ ○  a:演奏する喜びを味わい、イメ 

ージを持って演奏学習に主 

体的に取り組もうとしてい 

る。 

b:音楽を形作っている要素を 

知覚し、それらの働きか生み 

出す雰囲気や特質を感受し 

ながら、楽曲の内容と関わら 

せてどのように演奏したい 

という表現意図を持ってい 

る。 

c:充分な演奏技術を身につけ 

ている。 

観察 

演奏テスト 

※ 表中の観点について a: 音楽への関心・意欲・態度   b:音楽表現の創意工夫 

c:音楽表現の技能         d:鑑賞の能力 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。内容は随時変更される場合がある。 


